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「鴎
外
博
士
談
片
」
を
め
ぐ

っ
て

―
―
大
正
九
年
の
鴎
外
―
―

須

　

田

　

喜

代

次

大
正
九
年

一
月
十

一
日
、
諸
新
聞
は
い
っ
せ
い
に
東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
助
教
授
、
森
戸
辰
男
に
対
す
る
排
斥
運
動
の
勃
発
を
報
じ
て
い

る
。
い
わ
ゆ
る

″森
戸
事
件
″
の
発
生
で
あ
る
。
以
来
各
新
聞
紙
上
に
は
、
連
日
主
と
し
て
森
戸
支
持
派
の
学
生
や
文
化
人
の
動
き
を
中
心
に

克
明
に
事
件
の
進
展
が
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
十
四
日
の
森
戸
、
な
ら
び
に
森
戸
論
文
掲
載
誌
で
あ
る
東
大
経
済
学
部
機
関
誌

『経
済

学
研
究
』
の
編
集
名
義
人
で
あ

っ
た
大
内
兵
衛
両
助
教
授
の
起
訴
を
経
て
、
早
く
も
同
月
三
十
日
に
は
第

一
回
の
公
判
が
開
廷
さ
れ
る
は
こ
び

と
な
っ
た
。
そ
の
二
日
前
の
大
正
九
年

一
月
二
十
八
日
の

『
時
事
新
報
』
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
出
せ
る
こ
と
を
、
本
誌
に

「時
事
新
報

『
文
芸
』
欄
目
録
」
を
連
載
中
の
池
内
輝
雄
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

▽
鴎
外
博
士
談
片
▽

此
頃
は
社
会
問
題
の
本
ば
か
り
読
ん
で
ゐ
る
よ
。
日
本
の
か
？
出
版
さ
れ
た
だ
け
の
も
の
は
殆
ど
み
な
読
ん
だ
よ
。
博
士
だ
と
か
何
だ

と
か
の
よ
り
は
矢
張
り
若
い
も
の
ゝ
書
い
た
も
の
が
良
い
や
う
だ
ね
。
が
要
す
る
に
餘
り
い
ゝ
も
の
は
な
い
ね
。
室
伏
高
信
と
い
ふ
人
の

が
中
で

一
番
面
白
か
つ
た
。
マ
ル
ク
ス
だ
と
か
其
他
獨
逸
方
面
の
紹
介
は
ち
と
混
乱
し
て
ゐ
る
や
う
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
英
国
へ
渡
る
と

頗
る
い
ゝ
。
ギ
ル
ド
ソ
シ
ア
リ
ズ
ム
な
ん
か
殊
に
明
快
で
面
白
か
つ
た
。
あ
の
人
な
ん
か
に
何
か
書
い
て
貰
ふ
と
い
ゝ
ね
。
何
？
、
い
ゝ

や
お
れ
は
書
か
な
い
よ
。
第
二
の
森
戸
に
な
つ
ち
や
困
る
か
ら
な
。

ハ
ヽ
ヽ
ヽ
。
ペ
リ
カ
ン
か
。
あ
れ
に
は
編
さ
れ
た
―
―
と
云
つ
て
は

「鴎
外
博
士
談
片
」
を
め
ぐ
っ
て
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一
一一一二

悪
い
が
、
ま
あ
そ
ん
な
こ
と
だ
よ
。
あ
ゝ
う
ち
ら
か
ら
広
告
さ
れ
ち
や
匿
名
も
何
も
有
つ
た
も
の
ぢ
や
な
い
。

（傍
点
原
文
、
原
文
総
ル

ビ
）

現
岩
波
版
鴎
外
全
集
未
収
録
の
右
の

「
談
片
」
は
、
短
い
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
帝
室
博
物
館
総
長
兼
図
書
頭
時
代
の
鴎
外
を
う
か
が

い
知
る
資
料
が
現
在
必
ず
し
も
多
い
と
は
言
え
な
い
だ
け
に
、
そ
う
し
た
鴎
外
の
一
側
面
を
照
射
す
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。
以
下
右
の
記

事
に
関
連
し
て
補
足
的
な
こ
と
が
ら
の
い
く
つ
か
を
述
べ
て
み
た
い
。

※
　
　
　
　
　
　
　
　
※

周
知
の
よ
う
に
、
大
正
八
年
暮
か
ら
九
年
初
め
に
か
け
て
の
賀
古
鶴
所
宛
鴎
外
書
簡
に
よ
っ
て
、
当
時
の
彼
が

「社
会
問
題
ヤ
ラ
普
通
選
挙

ヤ
ラ
色
ヽ
大

二
研
究
」
（大
９

・
２

・
１０
付
）
し
て
い
た
様
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
だ
が
、
そ
う
し
た
鴎
外
に
と
っ
て
森
戸
辰
男
の
筆

禍

事
件
は
人
ご
と
で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
彼
は
事
件
報
道
の
あ
っ
た

一
月
十

一
日
に
、
早
速

「
今
日
ハ
森
戸
辰
男
ノ
事
件
ガ
新
聞

二
出
候
」
と

賀
古
に
書
き
送
り
、
そ
の
中
で
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
思
想
を
ご
く
ご
く
大
ま
か
に
ま
と
め
て
み
せ
、
引
き
続
い
て

「森
戸

ハ
コ
ン
ニ
賛
成
シ
タ
ノ

カ
、
ド
ウ
カ
知
ラ
ナ
イ
。
賛
成
シ
タ
ト
ス
ル
ト
悪
ク
云
ハ
ン
テ
モ
シ
カ
タ
ガ
ナ
イ
。
シ
カ
シ
互
助
論

ハ
部
分
的

二
一
顧
ス
ル
価
ガ
ア
ル
」
と
微

妙
な
反
応
を
見
せ
て
い
る
。

さ
ら
に

一
月
三
十
日
に
桂
湖
村
に
宛
て
て
添
削
を
乞
う
た
漢
詩

（「次
韻
川
嶋
氏
慶
治
し

中
の
頸
聯
を
、
鴎
外
は

「
言
辞
純
駁
煩
防
検
　
階

級
高
卑
企
仰
攀
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
彼
に
よ
れ
ば

「
頸
聯

ハ
森
戸
事
件
卜
階
級
争
闘
ト
ニ
候
」
と
い
う
こ
と
だ
と
い
う
。
や
は
り
鴎
外

の
関
心
の
あ
り
か
が
う
か
が
え
よ
う
。

公
判
開
廷
直
前
の

『時
事
新
報
』
記
者
の
訪
間
の
目
的
も
、
時
期
的
に
見
て
該
事
件
に
対
す
る
鴎
外
の
見
解
の
取
材
、
あ
る
い
は
ク
ロ
ポ
ト

キ
ン
の
思
想
に
対
す
る
彼
の
考
え
を
問
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か

（
た
と
え
ば

一
月
二
十
五
日
の

『読
売
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
有
島
武
郎
の

談
話

「
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
印
象
と
彼
の
主
義
及
び
思
想
に
就
て
」
の
よ
う
に
）
と
も
想
像
し
て
み
た
く
な
る
の
だ
が
、
鴎
外
は
こ
こ
で
は
賀
古

書
簡
に
洩
ら
し
た
程
度
の
こ
と
す
ら
し
ゃ
べ
ら
ず
、
「第
二
の
森
戸
に
な
つ
ち
や
困
る
か
ら
な
」
と
笑
い
に
ま
ぎ
ら
せ
て
い
る
。



ま
た

「
談
片
」
中
に
は

「
室
伏
高
信
」
の
名
が
見
え
る
が
、
「
ギ
ル
ド
ソ
シ
ア
リ
ズ
ム
」
云
々
な
ど
の
こ
と
か
ら
し
て
、
お
そ
ら
く
こ

の
時

の
鴎
外
の
頭
に
あ

っ
た
の
は
、
発
行
さ
れ
た
ば
か
り
の

『
中
央
公
論
』
（
大
９

・
１
）
に
掲
載
さ
れ
た
室
伏
の
論
文
、
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
制
度

を
論
ず

（新
政
治
制
度
の
提
唱
と

で
あ

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
同
論
文
は

一‐労
働
階
級
の
治
世
に
お
い
て
政
治
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
制

度
と
し
て
の
代
議
制
度
が
、
縦
令
そ
れ
が
普
通
選
挙
の
段
楷
に
ま
で
到
達
し
て
ゐ
る
に
し
て
も
、
真
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
制
度
と
し
て
、
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
の
精
神
と
そ
の
必
然
的
要
求
と
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
発
達
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
制
度
と
の
関

係
如
何
」
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
点
も
当
時
の
鴎
外
の
関
心
に
合
致
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
明
治
二
十
五
年
生
ま
れ
の

室
伏
は
、
当
時
数
え
年
二
十
九
歳
だ

っ
た
は
ず
だ
。
そ
し
て
こ
う
し
た
鴎
外
の
巾
広
い
目
配
り
、
勉
強
ぶ
り
が

「
観
潮
録
」
と
い
う
ノ
ー
ト
に

残
さ
れ
、
や
が
て
は

「
古
い
手
帳
か
ら
」
（
『
明
星
』
大
１０

・
■
～
大
１１

・
７
）
に
結
晶
す
る
は
ず
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

「談
片
」
は
最
後
に
話
題
を

一
変
し
て

「
ペ
リ
カ
ン
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

現
岩
波
版
鴎
外
全
集
は
十
八
巻
ま
で
に
彼
の
文
学
作
品
中
の
散
文
を
年
代
順
に
収
録
し
て
い
る
が
、
そ
の
十
八
巻
未
尾
に
置
か
れ
た
こ
の
作

品
は
、
大
正
八
年
四
月
に
出
発
し
た
自
樺
演
劇
社
の
た
め
の

「
白
樺
演
劇
社
用
台
本
」
と
銘
打

っ
て
、
こ
の
年
大
正
九
年

一
月
の

『
自
樺
』
に

掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
大
正
五
年

一
月
の

『
演
芸
画
報
』
に
翻
訳
発
表
さ
れ
た

「
白
衣
の
夫
人
」
（
リ
ル
ケ
）
以
来
、
久
々
に
鴎
外
が
翻

訳

の

筆
を
執

っ
た
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
原
作
の
戯
曲
で
あ
る
。

な
ぜ
鴎
外
が
久
々
の
翻
訳
の
筆
を
、
し
か
も
他
な
ら
ぬ

『
白
樺
』
の
た
め
に
執

っ
た
の
か
と
い
う
事
情
に
関
し
て
は
、
た
ま
た
ま
鴎
外
に
原

稿
依
頼
が
行

っ
た
と
思
わ
れ
る
大
正
八
年
秋
が
、
『
白
樺
』
発
行
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
て
い
な
か
っ
た
時
期
で
あ
り
、
『白
樺
』
全

一
六
〇
冊
中

唯

一
の

「
合
本
号
」
（
ｎ

・
１２
月
号
）
を
十
二
月
に
出
さ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
せ
い
か
、
『白
樺
』
に
は
何
も
触
れ
ら
れ
て
い

な
い
。
し
た
が
っ
て
小
堀
桂

一
郎
氏
が

「
『
白
樺
演
劇
社
用
台
本
』
と
題
し
て
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
白
樺
同
人
の
依
頼
に
よ
つ
て
訳
出
さ
れ

た
も

の
と
思
は
れ
る
が
そ
の
間
の
事
情
は
分
ら
な
い
」
Ｇ
森
鴎
外
―
文
業
解
題

（翻
訳
篇
と

∧
岩
波
書
店
∨
）
と
さ
れ
た
以
上
の
こ
と
は
言

え

な

「鴎
外
博
士
談
片
」
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
≡
一



一
三
四

い
の
だ
が
、
こ
の
時
点
ま
で
の
自
樺
演
劇
社
の
上
演
戯
曲
を
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
ま
ず
大
正
八
年
七
月
四
日
、
赤
坂
ロ
ー
ヤ
ル
館
で
行
わ
れ

た
最
初
の
試
演
に
は
、
武
者
小
路
の

「
二
つ
の
心
」
と
と
も
に
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
作

・
鴎
外
訳
の

「
パ
リ
ア
ス
」
が
、
ま
た
九
月
十
七

・
十
八

・
十
九
の
三
日
間
に
渡

っ
て
の
有
楽
座
に
お
け
る
第

一
回
公
演
に
お
い
て
は
、
ゲ
ー
テ
の

「
兄
弟
」
（関
口
存
男
訳
）
と
と
も
に
や
は
リ

ス
ト

リ
ン
ド
ベ
リ
作

・
鴎
外
訳
の

「
稲
妻
」
が
上
演
さ
れ
て
い
る
。
特
に
有
楽
座
上
演
の
際
に
は
、各
新
聞
の
劇
評
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、か

な
り
の
反
響
を
呼
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
。
演
劇
社
の
実
務
を
担
当
し
て
い
た
岩
淵
甚
四
郎
の

「
第

一
回
公
演
が
、
嘗
つ
て
日
本
の
劇
壇
に
見
な

か
つ
た
、
異
常
な
素
晴
ら
し
い
成
功
を
収
め
た
こ
と
は
、
何
よ
り
う
れ
し
い
」
∩
演
劇
社
記
事
」
『
白
樺
』
大
８

・
１０
）
と
い
う
自
画
自
讃
的
な

発
言
も
、
こ
う
し
た
反
響
を
ふ
ま
え
て
の
も
の
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
岩
淵
は

「
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
稲
妻
を
見
て
、
こ
れ
ま
で
ス
ト

リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
作
品
に
対
し
て
、
さ
う
愛
を
感
じ
な
か
つ
た
り
、
感
じ
て
も
そ
れ
程
で
な
か
つ
た
り
し
た
人
達
が
、
今
更
の
や
う
に
ハ
ツ
キ

リ
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
偉
大
な
の
に
驚
い
た
と
い
ふ
こ
と
だ
」
（
同
）
と
述
べ
て
お
り
、
こ
う
し
た
見
解
が
、
再
々
度
ス
ト
リ
ン
ド

ベ

リ

作

・
鴎
外
訳
の
台
本
を
彼
ら
演
劇
社
同
人
に
要
求
さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
鴎
外
は
こ
の
作
品
を
、
前
年

（大
正
八
年
）
十
月
三
十

一
日
か
ら
十

一
月
二
十
二
日
ま
で
正
倉
院
曝
涼
の
た
め
に
出
張
し
て
い

た
奈
良
の
宿
舎
で
訳
出
し
て
い
槌
℃
そ
し
て
ヽ
作
品
未
尾
に

「
附
記
」
を
付
し
、
い
く
つ
か
の
語
彙
に
つ
い
て
の
考
察
を
加

え

た
あ

と
、
彼

は

「
大
正
八
年
十

一
月
　
　
奈
良
客
合
に
於
て
　
　
源
高
湛
識
す
」
と
認
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の

「
源
高
湛
」
が

「
匿
名
」
と
し
て
ど
れ
だ
け

の
効
果
が
あ
っ
た
か
は
疑
問
だ
が

（す
で
に
こ
の
名
を
使

っ
て
の
作
品
発
表
も
あ
る
の
で
）
、
と
に
か
く

一
応

「
森
林
太
郎
」
も
し
く

は

「
鴎

外
」
の
名
は
伏
せ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
作
品
掲
載
号
の

「
編
輯
室
に
て
」
の
冒
頭
に
↓
〇
森
鴎
外
氏
が
特
に
自
樺
演
劇
社
の
為
め
に
、
ス

ト
リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
の
脚
本
ペ
リ
カ
ン
を
訳
し
て
下
す
つ
た
こ
と
は
、
御
厚
意
を
有
り
が
た
く
思
つ
た
」
（署
名

「
小
泉
し

と
あ
り
、
源
高
湛
が

鴎
外
そ
の
人
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

「
談
片
」
の

「
あ
ゝ
う
ち
ら
か
ら
」
云
々
は
こ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

因
み
に
こ
の
作
品
は
翌
大
正
十
年
七
月
、
善
文
社
よ
り

一
脚
本
名
著
選
集
　
第

一
編
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ

の
際

「
源
高
湛
識
す
」
は

「
森
林
太
郎
」
に
改
め
ら
れ
た
。



こ
の

「
ペ
リ
カ
ン
」
は
演
劇
社
同
人
に
は
好
感
を
も

っ
て
迎
え
ら
れ
た
よ
う
だ
。
掲
載
翌
月
の
大
正
九
年
二
月
の

『
白
樺
』
・
「
演
劇

社
記

事
」
に
、
近
藤
経

一
の
言
と
し
て

「
ペ
リ
カ
ン
は
実
に
恐
ろ
し
い
も
の
だ
と
思
つ
た
。
よ
む
だ
人
は

（自
分
の
知
つ
て
る
人
で
）
皆
興
奮
し
て

居
た
。
俳
優
で
な
い
人
ま
で
、

『
あ
れ
な
ら
や
り
た
い
』
な
ど
ゝ
云
つ
て
居
た
」
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が

「
ま
さ
に
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
な
ら
で
は

考

へ
ら
れ
ぬ
ほ
ど
の
、
凄
じ
い
女
性
呪
咀
の
悲
劇
」
（小
堀
桂

一
郎
、
前
掲
書
）
で
あ
る
こ
の
作
品
を
演
ぜ
ら
れ
る
俳
優
が
い
な
か
っ
た

よ
う

だ
。
近
藤
は
こ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。「
た
ゞ
難
　
は
あ
の

『
母
』
だ
。
あ
の
役
を
や
れ
る
女
さ
え
あ
れ
ば
い
ゝ
の
だ
が
、
自
分
は
思
ふ
、
今
の

日
本
に
あ
の
役
を
や
り
得
る
女
優
は
あ
る
か
と
、
女
よ
出
て
来
い
、
い
ゝ
女
出
て
来
い
。
日
本
の
女
の
為
め
に
。
い
ゝ
女
よ
、
出
て
来
い
。
偉

い
女
よ
、
出
て
来
い
」
と
。

そ
の
後
も

「
ペ
リ
カ
ン
」
上
演

へ
の
意
欲
は
見
せ
な
が
ら
も

（「
四
月
中
旬
神
戸
で
公
演
を
演
る
。

（略
）
公
一の
替
り
に

『
ペ
リ
カ
ン
』
を

出
し
た
い
と
も
思
つ
た
が
、
稽
古
や
舞
台
装
置
の
上
で
無
理
な
や
う
だ
か
ら
、
止
め
る
こ
と
に
し
た
と

∧
「
演
劇
社
記

事
」
『
白
樺
』
大
９

・

３
∨
）
、
以
後
大
正
十
年
十
月
の
演
劇
社
解
散
ま
で
、
結
局
こ
の
戯
曲
は
上
演
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
十
年
十
月

号

の

『
白

樺
』
に

「
演
劇
社
解
散
の
事
」
な
る

一
文
を
寄
せ
た
長
典
善
郎
も
こ
の
作
品
に
つ
い
て
触
れ
、

「
せ
め
て
演
劇
社
の
為
め
に
わ
ざ
ノ
ヽ
鴎
外
さ

ん
が
訳
し
て
下
さ
つ
た

『
ペ
リ
カ
ン
』
丈
け
で
も
演
つ
て
止
し
度
い
と
思
つ
た
の
で
あ
る
が
」
と
残
念
が
っ
て
い
る
。

た
だ
先
の
岩
淵
甚
四
郎
が
、
自
樺
演
劇
社
の
二
期
生
と
大
正
九
年
十
月
に
青
騎
手
小
劇
場
を
結
成
、
大
正
十

一
年
六
月
、
丸
の
内
鉄
道
協
会

で
催
し
た
そ
の
第
四
回
試
演
会

（「
青
騎
手
小
劇
場
」
と
し
て
の
最
後
の
試
演
会
）
に
お
い
て

「
ペ
リ
カ
ン
」
を
上
演
し
、
長
年
の
夢
を
果

た

（
注
４
）

し
て
い
る
よ
う
だ
。

大
正
十

一
年
六
月
、
そ
れ
は
鴎
外
の
死
の
前
月
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
鴎
外
博
士
談
片
」
を
め
ぐ
っ
て

一
三

五
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（注
１
）
森
戸
事
件
の
あ
ら
ま
し
を
、
手
近
に
あ
る
怖
枷
職
姜
編

『角
川
　
日
本
史
辞
典
』
（角
川
書
店
）
か
ら
引
用
し
て
お
く
。

「
一
九
二
〇

（大
正
九
）
の
東
大
経
済
学
部
機
関
誌

『
経
済
学
研
究
』
創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た
東
大
助
教
授
森
戸
辰
男
の
論
文

『
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
社

会
思
想
の
研
究
』
を
め
ぐ
る
筆
禍
事
件
。
上
杉
慎
吉
教
授
を
中
心
と
す
る
学
内
右
翼
団
体
興
国
同
志
会

一
派
が
森
戸
論
文
を
危
険
思
想
の
宣
伝

と
し

て
、
官
辺
に
働
き
か
け
、
二
〇
、　
一
月
、
森
戸
お
よ
び
同
雑
誌
の
編
集
発
行
人
大
内
兵
衛
助
教
授
は
朝
憲
素
乱

・
新
聞
紙
法
違
反
と
し
て
起
訴
さ
れ
、

大
学
の
職
は
休
職
と
な
り
、
未
発
売
の
雑
誌
は
回
収
さ
れ
た
。
公
判
の
結
果
有
罪
と
な
り
森
戸
は
禁
固
三
か
月

・
罰
金
七
〇
円
、
大
内
は
禁
固
二
か
月

・
罰
金
二
〇
円

・
執
行
猶
予
二
年
。
学
界

・
言
論
界
に
対
す
る
弾
圧
事
件
と
し
て
非
常
な
反
響
を
呼
ん
だ
。」

（注
２
）

「
今
度
、
岩
淵
と
い
ふ
人
が
来
て
万
事
白
樺
演
劇
社
の
事
務
を
取
り
扱
つ
て
も
ら
え
る
事
に
な
つ
た
。
実
際
的
の
経
験
を
非
常
に
も
つ
て
居
る
人
で
、

此
方
な
ん
か
に
は
と
て
も
幾
日
か
か
つ
た
つ
て
、
な
か
ノ
ヽ
出
来
そ
も
な
い
事
を
、
ど
ん
ノ
ヽ
や
つ
て
呉
れ
る
」
翁
演
劇
社
記
事

（署
名
近
藤
と

『
白

樺
』
大
８

・
７
）

（注
３
）
大
正
八
年
十

一
月
十

一
日
付
、
奈
良
発
山
田
珠
樹

（同
年
■
月
２７
日
、
鴎
外
長
女
茉
莉
と
婚
姻
）
宛
書
簡
に
お
い
て
、
「
ペ
リ
カ
ン
」
中
の
語
彙

に
関

す
る
調
査
を
、
鴎
外
は
珠
樹
に
依
頼
し
て
い
る
。

（注
４
）
大
笹
吉
雄

『
日
本
現
代
演
劇
史
大
正

。
昭
和
初
期
篇
』
∧
白
水
社
∨


